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北
海
道
寿
都
町
（
お
よ
び
神
恵
内
村
）
が
最
終
処
分
場

候
補
地
の
文
献
調
査
に
応
じ
た
。
あ
た
か
も
一
地
域
の
問

題
に
矮
小
化
し
か
ね
な
い
報
道
姿
勢
に
違
和
感
を
覚
え
た

筆
者
は
、
少
し
ず
つ
出
始
め
た
放
射
性
廃
棄
物
管
理
政
策

の
知
見
を
、
日
本
の
議
論
に
活
か
す
手
が
か
り
は
な
い
か

と
考
え
た
。
原
子
力
開
発
の
「
負
の
遺
産
」
を
立
地
地
元

が
負
担
す
る
と
い
う
関
係
性
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
問

題
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
に

基
づ
く
地
元
協
議
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
・
西
カ
ン
ブ
リ
ア
の

試
み
を
は
じ
め
、
欧
米
の
事
例
と
の
相
互
関
係
に
注
目
す

る
こ
と
で
、
放
射
性
廃
棄
物
問
題
の
本
質
に
迫
る
。

　
１
　
寿
都
問
題
と
は
何
か

　　

北
海
道
寿
都
郡
寿
都
町
は
、
日
本
海
に
面
し
た
水
産
業

主
体
の
町
で
あ
る
。
現
在
、
鉄
道
は
通
じ
て
お
ら
ず
、
函

館
や
札
幌
（
新
千
歳
空
港
）
か
ら
車
で
三
時
間
前
後
の
道

の
り
と
な
る
。
か
つ
て
は
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
が
、
人
口

減
少
が
著
し
い
。
同
町
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年

三
月
三
一
日
現
在
の
人
口
は
二
八
九
三
人
で
、
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
比
率
は
四
〇
・
四
％
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
一
三
日
、
片
岡
春
雄
町
長
は
、
放
射

性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
「
文
献
調
査
」
に
応
募
す
る
意

向
を
示
し
た
。
候
補
地
の
最
終
決
定
ま
で
は
い
く
つ
も
の

段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
文
献
調
査
を
行
え
ば

関
係
自
治
体1

に
最
大
二
〇
億
円
が
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金2

か
ら
支
払
わ
れ
る
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
、
ほ
と
ん
ど
の

国
で
め
ど
が
立
た
な
い
。
日
本
で
は
、
地
層
処
分
（
後
述
）

を
見
越
し
た
一
九
七
六
年
以
来
の
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
の

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
新

局
面
に
入
っ
た
。
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（N

U
M

O

）

が
設
立
さ
れ3

、
候
補
地
公
募
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
正
式
に

応
募
し
た
自
治
体
は
な
く
、
政
府
は
自
ら
候
補
地
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
補
償
措
置
を
検
討
す
る
方
針
に
転
じ
た
。

　

二
〇
一
七
年
七
月
の
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ4

は
、
こ
の
延

長
上
に
あ
る
。
こ
の
地
図
は
、
地
質
学
的
要
因
や
開
発
上

の
要
因
に
よ
り
最
終
処
分
場
建
設
に
適
さ
な
い
地
域
と
、

好
ま
し
い
特
性
が
確
認
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
を
色

分
け
す
る
。「
放
射
性
廃
棄
物
の
適
切
な
処
分
の
実
現
に

向
け
て
」
と
題
し
て
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
同
時
に
公
表
さ
れ
た
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
。「
全
国
各
地
で
国
民
や
地
域
の
方
々
と
き
め
細

か
な
対
話
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
国
民
や
地
域
の
方
々
の
理
解
が
深
ま
り
、
や

が
て
調
査
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
地
域
が
出
て
く
れ

ば
、
文
献
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」5

。

　

こ
こ
に
は
、
原
発
推
進
側
の
本
音
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
が
ど
こ
ま
で
「
科
学

的
」
な
の
か
も
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。
誰
も
が
望
ま
ぬ
最
終

処
分
場
。
適
地
で
な
い
と
こ
ろ
も
含
め
、
自
発
的
に
名
乗
り

を
上
げ
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
多
額
の
交
付
金
も
こ

こ
か
ら
説
明
が
つ
く
。
だ
が
、
い
っ
た
ん
原
発
マ
ネ
ー
を
手

に
し
た
自
治
体
が
、
ま
る
で
麻
薬
の
よ
う
に
補
助
金
へ
の
依

存
を
強
め
る
こ
と
は
、
経
験
上
知
ら
れ
て
い
る
。

　

寿
都
町
の
よ
う
な
財
政
難
に
苦
し
む
自
治
体
の
応
募
は

「
計
算
ど
お
り
」
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
を
、
カ
ネ
目
当
て
の

浅
は
か
な
行
為
と
し
て
非
難
す
る
の
は
、
一
面
的
で
あ
る
。

片
岡
町
長
は
、
二
〇
〇
一
年
の
初
当
選
以
来
、
風
力
発
電

の
風
車
を
建
設
し
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
集
め
た
り
、

財
源
の
乏
し
い
町
に
多
大
な
収
入
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
脆
弱
な
財
政
基
盤
は
創
意
工
夫
だ
け
で
ど
う
に

か
な
る
も
の
で
は
な
い
。「『
貧
乏
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』

欧
米
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
問
題
へ
の
対
応

　 

－

寿
都
問
題
の
本
質
に
迫
る
比
較
論
的
考
察

　

小　

野　
　
　

一
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ば
な
ら
な
い
。
海
洋
や
宇
宙
空
間
な
ど
へ
の
投
棄
が
検
討

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
国
際
条
約
で
禁
止
さ
れ
た
り
、

技
術
的
不
確
実
性
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
り
し
て
、
消
去
法

的
に
残
っ
た
の
が
地
層
処
分
、
す
な
わ
ち
安
定
し
た
岩
盤

層
の
地
下
深
く
の
最
終
処
分
場
で
保
管
す
る
方
法
で
あ
る

（
倉
澤2014:236

）。

　

原
発
推
進
国
で
あ
れ
脱
原
発
国
で
あ
れ
、
国
内
の
ど
こ
か

に
処
分
場
候
補
地
を
見
つ
け
る
と
い
う
難
題
か
ら
逃
れ
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
極
度
の
政
治
的
緊
張
を
伴
う
。
ほ
ん
と
う
に
、

地
層
処
分
以
外
の
解
決
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
学
術
会
議
の
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
検
討
委
員
会
」
は
、
二
〇
一

五
年
に
提
言
を
出
し
た
（
日
本
学
術
会
議2015

）。
そ
こ

に
は
、「
暫
定
保
管
の
期
間
は
原
則
五
〇
年
と
し
、
最
初

の
三
〇
年
ま
で
を
目
処
に
最
終
処
分
の
た
め
の
合
意
形
成

と
適
地
選
定
、
さ
ら
に
立
地
候
補
地
選
定
を
行
い
、
そ
の

後
二
〇
年
以
内
を
目
処
に
処
分
場
の
建
設
を
行
う
」
と
い

う
文
言
が
含
ま
れ
る
。
暫
定
施
設
は
乾
式
に
よ
る
地
上
保

管
が
望
ま
し
い
が
、
い
ず
れ
は
最
終
処
分
場
が
必
要
に
な

る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
た
社
会
的
合
意
形
成
を
行
う
と
の

立
場
で
あ
る
。
地
表
近
く
で
の
長
期
保
管
を
方
針
と
す
る

の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
放
射
性

廃
棄
物
の
さ
ほ
ど
多
く
な
い
国
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
選
択

肢
の
な
い
原
発
大
国
（
日
本
も
含
む
）
は
、
地
層
処
分
を

基
本
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

⑵　

中
間
貯
蔵
と
最
終
処
分
の
流
動
化

　

国
際
原
子
力
機
関
（IAEA

）
の
定
義
で
は
、
中
間
貯

蔵
（storage

）
と
は
放
射
性
元
素
、
使
用
済
み
燃
料
な
い

し
は
放
射
性
廃
棄
物
の
封
じ
込
め
施
設（
取
り
出
し
可
能
）

で
の
保
管
を
意
味
す
る
。
日
本
学
術
会
議
の
提
言
す
る
暫

定
保
管
は
、
概
念
上
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
（disposal

）
で
は
、
取
り
出
し

可
能
性
（retrieval

）
は
基
本
的
に
想
定
さ
れ
て
い
な
い

（IAE
A

2016:41

）。
深
地
層
の
最
終
処
分
場
に
は
、
監
視

体
制
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
人
為
的
ケ
ア
な
し
で
も
数
万

年
に
わ
た
り
安
全
を
保
て
る
ほ
ど
の
信
頼
性
が
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た

め
に
も
、ア
フ
タ
ー
ケ
ア
不
要
の
最
終
処
分
場
が
望
ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
場
合
の
安
全
性
を
技
術
的
に
担
保
し

得
な
い
こ
と
を
示
す
出
来
事
が
、
次
々
に
起
こ
っ
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
最
終
処
分
場
に
い
っ
た
ん
搬
入
し
た
放
射
性

廃
棄
物
を
取
り
出
す
こ
と
も
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中

間
貯
蔵
と
最
終
処
分
の
境
界
の
流
動
化
で
あ
る
。IAEA

の
原
則
に
忠
実
だ
っ
た
ド
イ
ツ
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
を
通

じ
て
取
り
出
し
可
能
性
を
認
め
る
方
針
に
転
じ
た8

。
誤
謬

の
訂
正
可
能
性
を
求
め
る
倫
理
学
的
深
慮
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が9

、
実
際
に
は
技
術
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
当
初
の
技
術
楽
観
主
義
が
次
々
に
裏
切
ら
れ

た
の
は
、
原
子
力
開
発
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

取
り
出
し
可
能
性
論
議
は
は
じ
め
て
で
は
な
い
が
、
状

況
変
化
の
中
で
新
た
な
意
味
合
い
を
付
与
さ
れ
て
再
登
場

し
た
と
考
え
る
の
が
順
当
だ
ろ
う
（
小
野2019:78

）。

技
術
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

今
、
放
射
性
廃
棄
物
の
「
政
治
的
・
社
会
的
側
面
」
に
注

目
が
集
ま
る
。
こ
れ
は
、
原
子
力
開
発
の
「
負
の
遺
産
」

を
社
会
共
同
体
が
ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
て
い
く
の
か
が

と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
無
責
任
で
す
。・
・
・
水
道
料
金

が
今
の
倍
に
な
っ
て
も
い
い
の
か
、
と
い
う
話
で
す
」6

。

　

処
分
場
立
地
に
は
、
多
段
階
の
地
元
同
意
が
必
要
で
あ

る
。
北
海
道
は
核
の
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
を
拒
否
し
て
い
る

が
、
片
岡
町
長
は
そ
の
よ
う
な
鈴
木
直
道
知
事
の
姿
勢
に

疑
義
を
呈
す
る
。「
原
子
力
発
電
が
あ
る
の
に
最
終
処
分

場
の
議
論
が
進
ま
な
い
の
は
お
か
し
い
。
一
石
を
投
じ
た

い
」7

と
の
言
葉
は
、
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
自
分
た
ち
に
は

無
関
係
と
思
っ
て
い
る
大
都
市
住
民
こ
そ
が
真
摯
に
受
け

止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

北
海
道
に
あ
る
自
治
体
の
行
動
が
、
日
本
社
会
の
ひ
ず

み
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
原
子
力
開
発
の
「
負
の
遺
産
」

の
代
表
例
で
あ
る
放
射
性
廃
棄
物
問
題
。
そ
れ
を
立
場
の

弱
い
地
域
の
負
担
で
「
解
決
」
し
よ
う
と
す
る
巧
妙
な
（
露

骨
な
？
）
仕
掛
け
。
そ
れ
を
容
認
す
る
多
数
派
世
論
。
地

方
自
治
と
民
主
主
義
は
機
能
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
に
寿

都
問
題
の
本
質
が
あ
る
。
一
〇
月
八
日
、
寿
都
町
は
文
献

調
査
に
正
式
に
応
募
し
た
。
北
海
道
神
恵
内
村
（
人
口
約

八
二
〇
人
）
と
あ
わ
せ
、
最
終
処
分
場
探
し
は
大
き
く
動

き
出
す
。

　
２
　
地
層
処
分
に
代
案
は
な
い
の
か

　　

⑴　

地
層
処
分
と
は

　
「
核
の
ゴ
ミ
」
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
ひ
と
つ
に
使
用
済
み
核
燃
料
が
あ
る
。
直

接
処
分
か
再
処
理
を
行
う
の
か
に
よ
り
違
い
は
あ
る
が
、

放
射
性
廃
棄
物
は
数
万
年
単
位
で
環
境
か
ら
隔
離
さ
れ
ね
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試
さ
れ
る
「
不
利
益
の
公
正
配
分
」
問
題
で
あ
る
。
一
部

地
域
に
負
担
を
押
し
つ
け
て
す
む
話
で
は
な
い
。

　

原
子
力
政
策
全
般
の
問
い
直
し
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的

言
説
や
文
化
的
価
値
な
ど
も
含
め
た
総
体
的
な
批
判
的
検

証
が
不
可
欠
な
の
だ
が
、
本
稿
の
目
的
は
い
く
ぶ
ん
限
定

的
で
あ
る
。
す
で
に
存
在
す
る
、
な
い
し
は
今
後
生
み
出

さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
地
層
処
分
す
る
と
い
う

方
針
を
所
与
と
し
た
上
で
、
最
終
処
分
場
立
地
選
定
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。
各
国
の
対
応
を
見
て
い
こ
う
。

　
３
　
欧
米
の
事
例
か
ら

　　

⑴　

ド
イ
ツ

　

ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
（
図
１
の
上
側
）
は
、
ド
イ
ツ
反
原
発

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
キ
ャ
ス
ク
輸
送
反
対
闘
争10

で

名
を
馳
せ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
最
終
処
分
場
建
設
予
定

地
と
目
さ
れ
て
き
た
。
岩
塩
ド
ー
ム
は
地
下
水
に
脆
弱
と

の
指
摘
も
あ
り
、
民
間
研
究
機
関
が
独
自
の
鑑
定
書
を
出

す
な
ど
し
て
反
対
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
福
島
原
発
事

故
後
、
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
で
の
地
質
調
査
の
中
止
が
正
式
決

定
さ
れ
、
複
数
地
点
を
対
象
と
し
た
候
補
地
選
定
が
白
紙

状
態
か
ら
や
り
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
た
だ
し
当
地

が
候
補
か
ら
外
れ
た
わ
け
で
は
な
い
）。
二
〇
一
三
年
の

候
補
地
選
定
法
は
そ
の
手
続
き
を
定
め
た
も
の
だ
が
、
こ

れ
に
よ
り
、
往
年
の
反
原
発
運
動
係
争
地
も
新
た
な
意
味

を
獲
得
し
た
と
い
え
る
。

　

地
層
処
分
に
適
す
る
の
は
岩
塩
、結
晶
質
岩
（
花
崗
岩
、

片
麻
岩
な
ど
）、
ま
た
は
粘
土
層
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
特
性
が
異
な
り
、何
か
し
ら
弱
点
が
あ
る（
表
１
参

11

照
）。

低
・
中
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
と
し
て
稼
働
中

の
ア
ッ
セ
Ⅱ
で
浸
水
事
故
が
発
覚
す
る
と
、
ゴ
ア
レ
ー
ベ

ン
の
岩
塩
層
の
安
全
神
話
は
崩
壊
し
た
。
と
は
い
え
、
他

に
有
力
な
候
補
地
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
絶
対
安
全
と

は
言
い
切
れ
な
い
土
地
に
最
終
処
分
場
を
作
っ
た
場
合
の

誤
謬
訂
正
可
能
性
が
「
取
り
出
し
可
能
性
」
論
議
の
含
意

だ
と
す
れ
ば
、
皮
肉
で
あ
る
。

　

⑵　

フ
ラ
ン
ス

　

原
発
大
国
フ
ラ
ン
ス
は
、
多
量
の
放
射
性
廃
棄
物
を
抱

え
、
早
い
段
階
か
ら
地
層
処
分
を
構
想
し
て
い
た
。
監
督

官
庁
のA

N
D

RA

は
、
一
九
八
七
年
、
四
つ
の
候
補
地

を
挙
げ
た
が
、
猛
烈
な
反
対
の
た
め
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
一
九
九
八
年
、
政
府
は
、
地
下
の
実
験
施
設
予

定
地
と
し
て
ム
ー
ズ
県
と
オ
ー
ト
・
マ
ル
ヌ
県
の
境
界
の

村
ビ
ュ
ー
ル
（
図
２
の
右
上
）
を
選
ん
だ
。
複
数
の
研

図１　ドイツの原子力施設（Blowers 2017：187）
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究
・
実
験
施
設
の
い
ず
れ
か
を
最
終
処
分
場
化
す
る
と
い

う
説
明
と
は
異
な
り
、
競
合
す
る
候
補
地
は
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
にAN

D
RA

が
出
し
た
地
層
処
分
産
業
セ

ン
タ
ー
（Cigéo

）
の
提
案
書
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
廃
棄

物
は
平
均
深
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
粘
土
層
に
埋
め
ら
れ

る
。
人
口
が
少
な
く
財
政
基
盤
の
弱
い
ビ
ュ
ー
ル
に
流
れ

込
ん
だ
多
額
の
補
償
金
（
お
よ
び
そ
の
使
わ
れ
方
）
は
、

AN
D

RA

と
国
家
が
地
方
政
治
家
を
「
買
収
」
し
て
い
る
、

と
の
批
判
を
も
惹
起
し
た
（Seier 2016: 368

）。

　

　

前
述
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
脱
原
発
国
と
原
発

推
進
国
が
併
存
す
る
が
、
独
仏
は
そ
の
両
極
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
に
と
り
原
子
力
は
国
家
の
独
立
と
繁
栄
の
証
だ
っ

た
が
、
ド
イ
ツ
の
原
子
力
利
用
は
「
平
和
」
目
的
に
限
ら

れ
る
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
計
画
を
堅
持
す
る
フ
ラ
ン
ス
に

対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
五
年
以
降
、
再
処
理
は
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
最
大
の
違
い
は
、
脱
原
発
を
決
め
た
ド
イ

ツ
で
は
総
量
管
理12

が
可
能
な
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
う
で

な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
た
ま
り
続
け
る
放
射
性
廃
棄
物
は
原

発
推
進
路
線
の
泣
き
所
だ
が
、
最
終
処
分
場
の
確
保
は
、

そ
う
し
た
制
約
条
件
を
取
り
払
う

も
の
だ
と
政
府
や
電
力
会
社
は
い

う
。

　

⑶　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

一
方
、
結
晶
質
岩
の
地
下
四
〇

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
さ
に
作
ら

れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
処
分
場

（
オ
ン
カ
ロ
）
に
は
、
二
〇
二
〇

年
頃
か
ら
使
用
済
み
核
燃
料
の
搬

入
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

先
進
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
の
立
地
が
既
存

原
発
の
周
辺
自
治
体
で
あ
る
こ
と

に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
放
射

性
廃
棄
物
は
原
子
力
産
業
へ
の
経

済
的
依
存
が
強
い
地
域
（
原
子
力

オ
ア
シ
ス
）
に
集
中
す
る
と
の
知

表１　最終処分場に関わる岩盤層ごとの諸特性

図２　フランスの原子力施設（Blowers 2017：135）



6北海道自治研究 ２０２１年２月（Ｎo.625）

見
が
あ
る
が13

、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
こ
れ
に
近
い
例
で
は
な
か

ろ
う
か
。
立
地
選
定
を
め
ぐ
る
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
合
意
形

成
も
、
時
代
的
、
地
域
的
な
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

⑷　

ア
メ
リ
カ

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ネ
バ
ダ
州
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
（
図

３
の
左
）
に
地
層
処
分
場
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
。
核

実
験
場
に
隣
接
す
る
予
定
地
は
、
ほ
ぼ
無
人
の
砂
漠
地
帯

だ
が
、
先
住
民
族
の
聖
地
で
も
あ
る
。
複
数
の
候
補
地
か

ら
絞
り
込
む
方
針
だ
っ
た
が
、
実
際
に
調
査
さ
れ
た
の
は

当
地
だ
け
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
の
開
設
を
見
越
し
、
二

〇
〇
八
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
操
業
許
可

を
申
請
す
る
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
側
近
を
務
め
た
有
力

議
員
の
影
響
も
あ
り
、
い
っ
た
ん
は
凍
結
さ
れ
た
。
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
政
策
決
定
を
党
利
党
略
が
歪
め
た
と
の

批
判
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
原
子
力
行
政
の
構

造
的
差
別
性
を
無
視
し
て
い
る14

。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ト
ラ
ン
プ
共
和
党
政
権
下
で
再
開
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
迷
惑
施
設
建
設
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
、

D
AD

ア
プ
ロ
ー
チ15

と
よ
ば
れ
る
上
意
下
達
的
な
政
策
手

法
で
あ
る
。
そ
れ
が
大
規
模
な
反
対
運
動
を
引
き
起
こ
し
た

た
め
、
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
立
地
選
定
で
も
透
明

性
あ
る
手
続
き
と
市
民
参
加
を
通
じ
た
社
会
的
合
意
形
成
が

不
可
欠
と
の
認
識
が
、
先
進
諸
国
で
は
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。潜
在
的
受
入
自
治
体
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
、

そ
の
同
意
を
得
る
協
議
と
い
う
意
味
で
興
味
深
い
の
は
、
イ

ギ
リ
ス
・
西
カ
ン
ブ
リ
ア
で
の
経
験
で
あ
る
。

　
４
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
「
退
出
の
権
利
」

　
　

－

イ
ギ
リ
ス
　
西
カ
ン
ブ
リ
ア
地
方

　　

風
光
明
媚
な
湖
水
で
知
ら
れ
る
カ
ン
ブ
リ
ア
地
方
は
、

原
子
力
開
発
の
暗
部
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
マ
グ

ノ
ッ
ク
ス
原
発
（
黒
鉛
減
速
型
ガ
ス
冷
却
炉
）
が
ウ
ィ
ン

ズ
ケ
ー
ル
（
現
在
の
名
称
は
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
図
４
の

中
央
）
に
建
造
さ
れ
、
敷
地
内
の
再
処
理
工
場
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
分
離
・
抽
出
さ
れ
た
。
当
地
に
は
、
他
地
域
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
も
含
め
、
多
量
の
放
射
性
物
質
が

蓄
積
す
る
。
一
九
五
七
年
一
〇
月
に
起
こ
っ
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
生
産
炉
の
火
災
は
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故（
一

九
八
六
年
）
ま
で
は
、
軍
事
用
核
施
設
以
外
で
は
世
界
最

悪
の
核
事
故
だ
っ
た
（
秋
元2012: 279

）。
大
地
や
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
海
の
放
射
能
汚
染
も
尋
常
で
な
く
、
一
九
八

三
年
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
・
核
の

洗
濯
場
」
は
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
で
小
児
性
白
血
病

の
多
発
を
確
認
し
た
と
主
張
し
た
。

　

放
射
性
廃
棄
物
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
も
地
下
の
最

終
処
分
場
建
設
を
基
本
方
針
と
す
る
。
長
期
的
な
最
善
オ

プ
シ
ョ
ン
を
提
言
す
べ
く
、
二
〇
〇
三
年
に
設
立
さ
れ
た

放
射
性
廃
棄
物
管
理
委
員
会
（CoRW

M

）
に
は
、
環
境

団
体
、
公
衆
参
加
の
専
門
家
、
社
会
科
学
者
、
原
子
力
産

業
関
係
者
な
ど
が
参
加
す
る
。
そ
の
報
告
書
を
受
け
て
作

成
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
白
書
（
二
〇
〇

八
年
）
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
最
良
の
方
策
、
と
の
政
府
の

信
条
が
表
明
さ
れ
た
（D

efra 2008:47

）。

　

選
定
プ
ロ
セ
ス
の
第
一
段
階
と
し
て
「
関
心
の
表
明
」

（
政
府
と
の
協
議
に
参
加
す
る
が
受
入
責
任
は
な
い
も
の
）、

第
二
・
第
三
段
階
と
し
て
「
参
加
決
定
」（
地
方
自
治
体

は
最
終
処
分
場
選
定
過
程
に
参
加
す
る
決
断
を
下
す
が
、

受
入
責
任
は
な
い
も
の
）
が
想
定
さ
れ
る
。
政
府
は
「
立

地
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
立
ち
上
げ
て
「
受
入

自
治
体
、
政
策
決
定
主
体
、
広
範
な
地
域
的
利
害
関
係
者

が
原
子
力
廃
止
措
置
機
関
の
デ
リ
バ
リ
ー
組
織
や
重
要
な

利
害
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
り
、
有
意
義
な
結
果
を
得
る

図３　アメリカ合衆国の主要な原子力施設（Blowers 2017：29）
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こ
と
」
を
推
奨
す
る
。

　

呼
び
か
け
に
応
じ
「
関
心
の
表
明
」
を
し
た
の
は
、
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
三
つ
の
自
治
体（
カ
ン
ブ
リ
ア
州
、

ア
ラ
ー
デ
ー
ル
地
方
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
地
方
）
だ
け
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
二
〇
〇
八
年
白
書
に
基
づ
く
西
カ
ン
ブ

リ
ア
放
射
性
廃
棄
物
安
全
管
理
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お

い
て
熟
議
を
行
っ
た
結
果
、
二
〇
一
三
年
、
白
書
が
保
障

す
る
「
退
出
の
権
利
」
を
行
使
し
た
。
つ
ま
り
立
地
選
定

は
挫
折
に
終
わ
っ
た
。

　
５
　
欧
米
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
日
本
の
放
射
性
廃
棄

　
　
物
問
題

　

欧
米
諸
国
の
事
例
か
ら
、
一
種
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
見

て
取
れ
る
。
第
一
に
、
最
終
処
分
場
選
定
過
程
で
の
複
数

候
補
地
調
査
の
義
務
づ
け
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
こ
の
約
束
は
実
質
的
に
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
ド

イ
ツ
で
は
、
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
を
唯
一
の
候
補
地
と
す
る
政

府
や
経
済
界
の
強
硬
姿
勢
が
和
ら
ぎ
、（
少
な
く
と
も
一

時
的
に
は
）事
態
打
開
の
見
通
し
が
出
て
き
た
。
第
二
に
、

地
方
自
治
体
の
自
発
的
意
思
を
尊
重
し
、
い
つ
で
も
交
渉

か
ら
退
出
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
思
う
。
複
数
候
補
地
調
査
と
自
治
体
の
自
発
的

意
思
の
尊
重
に
つ
い
て
、
日
本
の
言
説
空
間
で
論
じ
る
余

裕
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
わ
ざ
わ
ざ
「
白
羽
の
矢
」
を
増

や
す
な
と
か
、
最
終
処
分
場
あ
り
き
の
議
論
に
加
担
す
る

な
と
か
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
数
少
な
い

選
択
肢
か
ら
危
険
承
知
で
財
源
確
保
の
道
を
選
ん
だ
地
方

政
治
家
を
非
難
す
る
だ
け
で
、
十
分
だ
ろ
う
か
。
深
刻
な

分
断
社
会
で
立
場
の
弱
い
人
た
ち
（
地
域
）
が
孤
立
無
援

と
い
う
の
は
、
原
発
推
進
側
の
思
う
壺
で
あ
る
。
自
治
体

の
自
発
的
意
思
を
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
尊
重
し
、
退
出
の

権
利
を
行
使
し
て
も
多
数
派
や
大
都
市
住
民
か
ら
バ
ッ
シ

ン
グ
さ
れ
な
い
雰
囲
気
を
作
り
つ
つ
、
長
期
的
展
望
を
模

索
す
る
戦
略
が
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
放
射
性
廃
棄
物
管
理
に
つ
い
て
論
じ
る
前

提
条
件
は
各
国
で
異
な
り
、
欧
米
の
経
験
を
横
滑
り
さ
せ

ら
れ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
近
年
の
日
本
の
展
開
を
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
見
と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
位
置
づ
け

直
す
こ
と
で
、問
題
の
本
質
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
６
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
再
定
義

　　

⑴　

透
明
性
の
あ
る
手
続
と
市
民
参
加
の
重
要
性

　

何
を
も
っ
て
放
射
性
廃
棄
物
問
題
の
「
解
決
」
と
す
る

か
は
、論
者
に
よ
り
異
な
る
。
原
発
推
進
側
に
と
っ
て
は
、

図４　イギリスの原子力施設（Blowers 2017：80）
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手
続
き
や
社
会
的
合
意
が
ど
う
で
あ
れ
、
最
終
処
分
場
を

確
保
で
き
れ
ば
成
果
だ
ろ
う
し
、
反
原
発
運
動
の
一
部
に

は
、
自
ら
の
地
域
へ
の
建
設
阻
止
こ
そ
が
目
的
だ
と
考
え

る
人
も
い
る
。前
者
に
と
り
、候
補
地
を
選
定
で
き
な
か
っ

た
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
・
西
カ
ン
ブ
リ
ア
の
試
み
は
失
敗
例

だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
後
者
の
立
場
で
は
「
退
出
の
権
利
」

が
重
要
視
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
の
背
後
に
は
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
や
熟
議
に
関
わ
る
数
十
年
来
の
議
論
が
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
透
明
性
あ
る
手
続
き
と
市
民
参
加
の

重
要
性
は
、
上
意
下
達
的
なD

AD
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
反

省
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
方
向
性
を
徹
底
し
た
西

カ
ン
ブ
リ
ア
の
地
元
協
議
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に
終
わ
っ

た
の
な
ら
、
関
係
自
治
体
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
尊
重
し

た
候
補
地
探
し
な
ど
幻
想
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
強
権
的
発

想
が
復
活
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
理
論
的
に
も
実

証
的
に
も
未
解
明
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
悲

観
的
結
論
を
導
く
前
に
な
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

逆
に
、
日
本
の
経
験
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に
投
げ
返

す
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
核
兵
器
非
保
有
の
原
発

大
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
脱
原
発
を
決
め
た
ド
イ
ツ
と
異

な
り
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
総
量
管
理
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中

で
最
終
処
分
場
候
補
地
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
将
来
世

代
を
視
野
に
入
れ
た
「
不
利
益
の
公
正
配
分
」
の
た
め
の

努
力
が
、
原
発
推
進
側
の
思
惑
に
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
う

危
険
は
多
分
に
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
イ
ギ
リ
ス
で
、
関
係
自

治
体
と
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
中
で
議
論
を
尽

く
す
試
み
が
、
手
っ
取
り
早
い
候
補
地
選
定
を
求
め
る
政

府
や
電
力
業
界
の
意
向
と
齟
齬
を
来
し
た
よ
う
に
。

　

日
本
の
場
合
、
透
明
性
あ
る
手
続
き
と
市
民
参
加
と
い

う
意
味
で
の
「
熟
議
的
転
回
」
が
、
理
論
的
に
も
実
践
的

に
も
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
未
成
熟
な
の
で
は
な
い
か
。

だ
と
す
れ
ば
、
強
権
政
治
が
復
活
す
る
兆
し
を
見
せ
た
時

の
免
疫
力
は
強
く
な
い
。
沖
縄
米
軍
基
地
問
題
（
普
天
間

飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
）
へ
の
対
応
を
見
る
に
つ
け
、
そ

の
よ
う
な
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
あ
ぶ
り
出
し
た
同
調
圧
力
の
強
さ
も
、
今
後
の
最
終
処

分
場
の
立
地
選
定
に
影
を
落
と
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

⑵　

寿
都
町
の
動
き
は
自
発
的
と
言
え
る
の
か

　

重
要
な
論
点
は
他
に
も
あ
る
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
候
補

地
選
定
は
、
実
際
に
は
補
償
措
置
を
め
ぐ
る
議
論
と
ワ
ン

セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
。
日
本
の
読
者
な
ら
悪
名
高
い
電
源

三
法
交
付
金
を
思
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
近
に

な
っ
て
欧
米
で
も
、
最
終
処
分
場
立
地
へ
の
補
償
や
地
域

振
興
が
さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ
る
の
に
は
、
複
雑
な
思
い
を

禁
じ
得
な
い
。「
不
利
益
の
公
正
配
分
」
の
手
段
と
し
て

経
済
的
補
償
を
考
え
る
の
は
当
然
だ
が
、
カ
ネ
さ
え
払
え

ば
問
題
は
解
決
で
き
る
と
の
安
易
な
姿
勢
が
、
原
発
推
進

の
論
拠
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

財
政
難
に
苦
し
む
自
治
体
を
「
結
果
的
に
」
最
終
処
分

場
候
補
地
に
誘
導
す
る
よ
う
な
方
策
に
は
、
道
義
的
に
も

問
題
が
あ
る
。
だ
が
、
比
較
研
究
が
示
唆
す
る
の
は
、
原

子
力
オ
ア
シ
ス
の
中
の
多
様
性
で
あ
る
。
周
辺
部
の
弱
小

自
治
体
は
「
負
の
遺
産
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
や
す
い
と
は

い
え
、
ド
イ
ツ
の
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
の
よ
う
に
反
原
発
運
動

の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
寿
都
問
題

を
こ
の
文
脈
上
で
と
ら
え
返
す
な
ら
、
何
が
見
え
て
く
る

だ
ろ
う
か
。

　

放
射
性
廃
棄
物
が
既
存
施
設
の
周
囲
に
集
積
す
る
と
い

う
「
原
子
力
オ
ア
シ
ス
」
論
の
知
見
は
、
抗
い
が
た
い
。

逆
に
い
え
ば
、
原
子
力
と
無
関
係
な
地
域
に
新
た
な
施
設

を
作
る
試
み
は
、激
し
い
抵
抗
に
遭
遇
す
る
。
寿
都
町
は
、

近
く
に
泊
原
発
が
あ
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
原
子
力

と
縁
遠
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
治
体
が
「
自
発
的
に
」

文
献
調
査
を
申
し
出
た
の
は
、
世
界
的
に
も
お
そ
ら
く
前

例
が
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
原
子
力
行
政
が
生

み
出
し
た
不
条
理
を
（
最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
）
自

治
体
が
負
担
す
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
以
上
、
寿

都
町
の
行
動
を
「
自
発
的
」
と
は
言
い
得
な
い
。
事
実
、

同
町
の
文
献
調
査
応
募
に
は
、
町
内
外
で
強
い
反
対
の
声

が
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
寿
都
町
は
「
中
程
度
」
の

自
治
体
で
あ
る
。
ほ
ん
と
う
に
小
さ
な
自
治
体
の
場
合
、

不
利
益
の
押
し
つ
け
に
対
す
る
抵
抗
力
を
持
た
ず
、
し
か

も
世
論
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ュ
ー
ル
や
、
ス
ペ
イ
ン
で
暫
定
貯
蔵

施
設
予
定
地
と
な
っ
た
村
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ

れ
に
近
い
の
は
、
寿
都
町
で
は
な
く
神
恵
内
村
の
ほ
う
か

も
し
れ
な
い
。

　
お
わ
り
に

　　

タ
テ
マ
エ
で
は
あ
っ
て
も
、
欧
米
で
は
、
最
終
処
分
場

の
立
地
選
定
に
は
透
明
性
あ
る
手
続
き
と
市
民
参
加
が
不

可
欠
と
の
認
識
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
。
理
論
的
に
も
実

践
的
に
も
、
究
明
す
べ
き
論
点
は
残
さ
れ
て
い
る
。「
熟

議
的
転
回
」
が
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
日
本
で
は
、

原
子
力
開
発
の
「
負
の
遺
産
」
を
立
場
の
弱
い
人
（
地
域
）

に
押
し
つ
け
る
安
易
な
解
決
策
が
、
い
く
ぶ
ん
強
権
的
な

手
法
で
な
さ
れ
る
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な
い
。
放
射
性
廃

棄
物
問
題
は
難
問
だ
が
、
人
類
の
英
知
を
総
動
員
し
て
解

決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

＜

お
の　
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・
工
学
院
大
学
教
育
推
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機
構
教
授＞

＜
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青
木
聡
子
（
２
０
１
３
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
原
子
力
施
設
反
対

運
動
の
展
開
／
環
境
志
向
型
社
会
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

秋
元
健
治
（
２
０
１
２
）「
イ
ギ
リ
ス
の
原
子
力
政
策
史
」
若
尾

祐
司
・
本
田
宏
（
編
）『
反
核
か
ら
脱
原
発
へ
／
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
選
択
』
昭
和
堂
、
第
７
章
、
２
６
３

－

３
０
１
頁
。

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る
倫
理
委
員
会
（
２
０
１
３
）

『
ド
イ
ツ
脱
原
発
倫
理
委
員
会
報
告
／
共
同
社
会
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
の
道
す
じ
』
吉
田
文
和
、
ミ
ラ
ン
ダ
・
シ
ュ
ラ
ー

ズ
編
訳
、
大
月
書
店
。

小
野
一
（
２
０
１
９
） 「
放
射
性
廃
棄
物
の
『
取
り
出
し
可
能
性
』

を
め
ぐ
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
な
研
究
の
可
能
性
／
脱
原
発
後
の

ド
イ
ツ
政
治
の
展
開
か
ら
示
唆
を
得
て
」『
工
学
院
大
学
研
究
報

告
』
１
２
５
号
、
73

－

81
頁
。

倉
澤
治
雄 

（
２
０
１
４
）『
原
発
ゴ
ミ
は
ど
こ
へ
行
く
？
』
リ
ベ

ル
タ
出
版
。

日
本
学
術
会
議
（
２
０
１
５
）「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

に
関
す
る
政
策
提
言
／
国
民
的
合
意
形
成
に
向
け
た
暫
定
保
管
」。

＜

注＞

001  

電
力
消
費
地
（
大
都
市
な
ど
）
や
政
策
決
定
中
枢
と
の
大
雑

把
な
対
比
の
上
で
「
立
地
地
元
」
の
語
が
使
わ
れ
る
が
、
実

際
に
は
も
っ
と
細
か
い
区
分
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う

最
大
二
〇
億
円
の
交
付
金
は
、
周
辺
市
町
村
や
都
道
府
県
も

対
象
に
含
み
、
文
献
調
査
に
応
じ
た
自
治
体
の
み
が
全
額
を

受
け
取
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
に
、
受
入
自
治
体
よ
り
も

周
辺
地
域
の
ほ
う
で
反
対
が
強
い
傾
向
に
あ
る
。
原
発
と
そ

の
関
連
施
設
（
廃
棄
物
処
分
場
も
含
む
）
の
特
性
の
違
い
に

も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

02 

同
制
度
は
、「
電
源
開
発
促
進
税
を
原
資
と
し
て
、
電
気
の

生
産
地
に
も
消
費
地
が
享
受
す
る
恩
恵
の
一
部
を
還
元
す
る

た
め
、
電
気
の
生
産
地
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
」
で
あ

る
（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
電
源
立
地
制
度
に

つ
い
て
」）。
電
源
開
発
促
進
税
法
は
、
後
述
す
る
「
電
源
三

法
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。

03 N
U

M
O

の
地
層
処
分
の
構
想
は
、https://w

w
w.num

o.
or.jp/chisoushobun/m

okuji.htm
l

04 

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。

05 https://w
w

w
.enecho.m

eti.go.jp/about/special/
johoteikyo/final_disposal.htm

l

06 

毎
日
新
聞（
２
０
２
０
年
９
月
８
日
９
面
）の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

07 

毎
日
新
聞
（
２
０
２
０
年
９
月
４
日
22
面
）。

08 

候
補
地
選
定
法
（
二
〇
一
三
年
）
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
最

終
処
分
場
委
員
会
は
二
〇
一
六
年
七
月
に
最
終
報
告
書
を
出

し
、
そ
の
中
で
取
り
出
し
可
能
性
に
言
及
し
た
。
こ
れ
は
、

AkEnd

と
よ
ば
れ
る
作
業
部
会
が
二
〇
〇
二
年
報
告
書
の

中
で
、
取
り
出
し
可
能
性
が
念
頭
に
あ
る
と
地
理
学
的
に
有

利
で
な
い
場
所
が
選
ば
れ
か
ね
な
い
と
の
理
由
で
否
定
的
な

立
場
を
と
っ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

09 

福
島
原
発
事
故
後
に
設
置
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
倫
理
委
員
会

は
、「
放
射
性
廃
棄
物
を
将
来
的
に
も
取
り
出
し
可
能
な
仕

方
で
、
最
高
度
の
安
全
性
要
求
の
も
と
で
貯
蔵
管
理
す
る
こ

と
を
提
言
」
す
る
（
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る
倫

理
委
員
会2013:133

）。

010 

キ
ャ
ス
ク
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
輸
送
用
容
器
。
フ
ラ
ン

ス
な
ど
で
再
処
理
さ
れ
た
ド
イ
ツ
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料

が
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
陸
上
輸
送
さ
れ
る
際
、

大
規
模
な
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。
キ
ャ
ス
ク
輸
送
は
、
二

〇
一
一
年
末
ま
で
に
一
二
回
を
数
え
た
（
青
木2013:229

）。

011 

連
邦
地
質
学
資
源
局
（BG

R

）
報
告
書
（Bundesanstalt 

für G
eow

issenschaften und Rohstoff:2007

）
五
頁
の

掲
載
資
料
。

012 

処
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
放
射
性
廃
棄
物
の
全
体
量
を
把
握
す

る
こ
と
。

013 

原
子
力
オ
ア
シ
ス
の
例
と
し
て
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
（
図
３
の
左

上
）、
ラ
＝
ア
ー
グ
（
図
2
の
左
上
）、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

（
図
4
の
中
央
）
と
と
も
に
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
の
名
が
挙
が
る

（Blow
ers 2017

他
）。

014 

核
実
験
場
の
建
設
以
来
、
先
住
民
族
の
権
利
は
ほ
と
ん
ど
無

視
さ
れ
て
き
た
。
ネ
バ
ダ
州
を
除
く
す
べ
て
の
州
が
ユ
ッ
カ

マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
持
し
た
の
も
、
当
該
施
設

のN
IM

BY

性
を
物
語
る
。
社
会
全
体
に
は
必
要
だ
が
立
地

地
元
の
負
担
が
大
き
い
た
め
忌
避
さ
れ
る
迷
惑
施
設
へ
の
反

対
運
動
は
、
し
ば
し
ば
「
自
分
の
家
の
裏
庭
に
作
ら
れ
る
こ

と
に
は
反
対
（N

ot In M
y Back Yard

）」
と
い
う
表
現
形

態
を
と
る
た
め
、こ
の
よ
う
に
よ
ば
れ
る
。NIM

BY

施
設
は
、

結
局
は
立
場
の
弱
い
者
（
地
域
）
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
場
合

が
多
い
。

015 

決
定decide

、
宣
言announce

、
防
御defend

の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
。


